
※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通
算

使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬
は

農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期
に

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
：
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

寒
づ
き
を
し
て
い
な
い
水
田
は
、
３
月
末
ま

で
に
必
ず
耕
起
す
る
と
と
も
に
、
土
壌
改
良
資

材
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

土
壌
改
良
資
材
の
必
要
性

　
栽
培
期
間
中
、
気
温
が
高
く
な
る
と
、
乳
白

米
を
中
心
と
し
た
玄
米
の
高
温
障
害
が
増
加

し
、
品
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

土
壌
中
の
ケ
イ
酸
や
鉄
が
不
足
す
る
と
地
力
が

低
下
し
、
生
育
後
期
に
稲
の
生
育
活
性
が
低
下

す
る
こ
と
で
、
玄
米
の
品
質
低
下
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
土
壌
改
良
資
材
を
施
用
し
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
克
服
し
ま
し
ょ
う
。

市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

農家のための
最新情報あ
ぐ
り

　
最
前
線

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、３
月
15
日（
金
）ま
で
に
各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。分
析
結
果
は
４
月
中
旬
頃
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

g

日 月 火 木 金 土水

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

4月

昭和の日

日 月 火 木 金 土水

3
10
17

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20

7
14
21

1
8
15
22

2
9
16
23

27 28 29 30

3月

春分の日

24
31

ケ
イ
酸
・
鉄
・
リ
ン
酸
の
必
要
性

ケ
イ
酸
は
、
根
や
葉
を
丈
夫
に
す
る
の
で
倒

伏
や
病
害(

い
も
ち
病
、
ご
ま
葉
枯
病
等)

を
軽

減
し
ま
す
。
ま
た
受
光
体
制
の
改
善
に
よ
り
登

熟
歩
合
が
向
上
し
ま
す
。

鉄
は
水
稲
の
根
を
守
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

鉄
分
が
不
足
す
る
と
根
腐
れ
に
よ
る
「
秋
落

ち
」
が
生
じ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

リ
ン
酸
は
、
作
物
の
根
の
発
育
を
盛
ん
に
す

る
の
で
、
ケ
イ
酸
が
一
層
良
く
吸
収
さ
れ
ま
す
。

土
づ
く
り
資
材

・
農
力
ア
ッ
プ
(100
㎏
／
10
ａ
）

＊
秋
落
ち
田
で
は
140
㎏
／
10
ａ

　
鉄
・
ケ
イ
酸
・
リ
ン
酸
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含

み
、
土
づ
く
り
に
適
し
た
資
材
で
す
。
水
稲
の

栽
培
に
必
要
な
成
分
を
効
率
的
に
吸
収
で
き
る

よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ケ
イ
酸
の

溶
出
に
優
れ
、
吸
収
効
率
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

●
追
肥

※

石
井
中
早
生
・
Ｙ
Ｒ
春
空

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

80
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
ア
ヅ
マ
ッ
プ
545(

80
㎏
／
10
ａ)

　
握
り
こ
ぶ
し
程
度
の
大
き
さ
に
結
球
し
た
時

に
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
３
月
下
旬

※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
③

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液)

５

800
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

※

石
井
中
早
生
・
Ｙ
Ｒ
春
空

・
グ
レ
ー
シ
ア(

乳)

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

※

Ｓ
Ｅ

・
グ
レ
ー
シ
ア(

乳)

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

◎
菌
核
病

防
除
の
徹
底
を
!!

　
菌
核
病
の
発
生
が
多
い
傾
向
に
あ
る
の
で
、

防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
発
生
後
の
防
除

は
困
難
な
の
で
、
次
の
薬
剤
を
中
心
に
予
防
的

に
散
布
し
て
く
だ
さ
い(
特
に
結
球
開
始
期
以

降
は
要
注
意)

。

▽
予
防

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ(

顆)

2000
〜
3000
倍
〔
３
日

／
３
回
〕

▽
治
療

・
ア
ミ
ス
タ
ー
20(

フ)

2000
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

●
定
植

※

黄
楽
70(

パ
オ
パ
オ
が
け)

▽
２
月
25
日
〜
３
月
15
日

●
施
肥

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン(

160
㎏
／
10
ａ)

▽
元
肥

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
038
プ
ラ
ス(

120
㎏
／

10
ａ)

▽
追
肥
（
活
着
後
・
パ
オ
パ
オ
除
去
後
）

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

60
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

▽
元
肥

・
あ
さ
ひ
Ｓ
602(

120
㎏
／
10
ａ)

▽
追
肥
（
活
着
後
）

・
あ
さ
ひ
Ｓ
602(

80
㎏
／
10
ａ)

一
発
肥
料
型

・
園
芸
一
発
Ｓ
679(

200
㎏
／
10
ａ)

●
病
害
虫
防
除

◎
石
灰
欠
乏
症(

ア
ン
コ)

　
春
ハ
ク
サ
イ
で
は
特
に
発
生
し
や
す
い
の

で
、
適
宜
灌
水
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
パ
フ
ォ
ー
ム
Ｃ
ａ

500
倍

　
結
球
開
始
期
ま
で
に
葉
面
散
布
を
２
〜
３
回

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
定
植

※

ピ
ク
セ
ル
▽
３
月
１
日
〜
10
日

●
施
肥

▽
元
肥

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン(

160
㎏
／
10
ａ)

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
038
プ
ラ
ス(

140
㎏
／

10
ａ) 

ま
た
は

・
エ
コ
レ
ッ
ト
266(

140
㎏
／
10
ａ)

▽
追
肥(

活
着
後
）

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

60
㎏
／
10
ａ)

一
発
肥
料
型

・
園
芸
一
発
Ｓ
679(

200
㎏
／
10
ａ)

●
病
害
虫
防
除

※

グ
ラ
ン
ド
ー
ム
▽
３
月
中
旬

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト(

顆
）

4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ナ
レ
ー
ト(

水)

1000
倍
〔
14
日
／
２
回
〕

　
３
月
下
旬
に
シ
ョ
ウ
ガ
の
定
植
を
行
う
方

は
、
圃
場
の
準
備
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　
新
シ
ョ
ウ
ガ
を
定
植
す
る
30
〜
40
日
く
ら
い

前
に
は
、
完
熟
堆
肥
を
施
用
し
、
深
耕
整
地
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
新
ふ
り
か
け
堆
肥
ｅ
ｃ
ｏ(

300
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
ハ
イ
フ
ミ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｇ(

300
㎏
／
10
ａ) 

ま
た
は

・
プ
ロ
有
機(

1000
㎏
／
10
ａ)

●
定
植

　
植
え
付
け
の
３
日
前
頃
に
十
分
灌
水
し
、
土

壌
を
湿
ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
種
イ
モ
は
変

色
や
腐
り
の
な
い
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
わ
き
芽
摘
み

　
圃
場
に
定
植
し
活
着
し
た
後
に
行
い
ま
す
。

摘
み
取
り
作
業
は
、
わ
き
芽
が
長
く
伸
び
な
い

う
ち
に
早
く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
摘
み
取

り
が
遅
れ
る
と
傷
口
が
大
き
く
な
り
や
す
く
、

ま
た
、
天
候
の
悪
い
日
に
摘
み
取
る
と
傷
口
か

ら
病
原
菌
が
侵
入
す
る
原
因
と
な
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
夜
温
管
理

　
果
実
の
肥
大
に
は
昼
温
よ
り
夜
温
の
影
響
が

強
く
、
夜
温
を
20
℃
以
上
で
管
理
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
夜
温
が
高
す
ぎ
る
と
落
蕾
、
落
花

数
が
多
く
な
り
や
す
い
で
す
が
、
良
い
花
の
数

が
多
少
減
っ
て
も
花
数
が
多
い
の
で
、
夜
温
を

高
め
に
管
理
し
て
開
花
数
を
増
や
し
、
良
い
果

実
を
短
期
間
に
肥
大
さ
せ
て
収
穫
す
る
ほ
う
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

●
出
荷
の
注
意
点

①
花
落
ち
付
着
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

②
果
実
は
ヘ
タ
の
切
り
口
が
新
し
い
も
の
を
選

果
し
、
収
穫
後
は
速
や
か
に
出
荷
し
て
く
だ

さ
い
。

③
選
果
・
選
別
基
準
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

(

変
形
・
色
・
大
小
・
入
数
等)

④
病
害
虫
果
の
混
入
、
特
に
灰
色
カ
ビ
病
、
ヤ

ケ
果
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
注
意

す
る
点
は
適
期
収
穫
の
徹
底
で
、
シ
シ
ト
ウ

の
長
さ
が
5.5
〜
6.4
㎝
の
も
の
を
収
穫
す
る
よ

う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
パ
ッ
ク
詰
め
作

業
で
は
、
各
段
階
と
も
長
さ
や
形
状
が
正
常

で
あ
っ
て
も
、
特
に
太
い
も
の
や
色
の
う
す

い
も
の
、
花
や
ゴ
ミ
等
が
入
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
、
天
候
が
悪
い
時
に
収
穫
し
た
シ
シ

ト
ウ
は
風
乾
を
行
い
、
ム
レ
の
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い(

特
に
灰
色
カ
ビ
病
の

発
生
圃
場
で
は
、
パ
ッ
ク
内
で
病
気
が
蔓
延

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す)

。

●
無
加
温
栽
培

　
定
植
時
に
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
１
粒
剤(

１
〜
２

ｇ
／
株[

定
植
時
１
回])

を
植
穴
又
は
株
元
へ

土
壌
混
和
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
ミ

ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防
除
に
必
要
で
す
。

●
播
種
・
定
植

　
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
等
で
被
覆
す
る
と
生
育

が
良
く
な
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

　
さ
び
病
と
べ
と
病
は
ど
ち
ら
も
低
温
・
多
湿

の
条
件
を
好
む
の
で
、
長
い
降
雨
の
前
後
に
は

防
除
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
夜
間
に
も
や
・
霧

が
発
生
す
る
と
同
じ
く
多
発
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
降
雨
前
に
は
予
防
効
果
、
降
雨
後
は
治
療

効
果
を
持
つ
薬
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
乾
燥
条
件
で
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生

が
多
く
な
り
ま
す
。
日
中
は
葉
上
に
い
ま
す

が
、
気
温
が
下
が
る
と
株
元
の
葉
の
隙
間
に
潜

る
た
め
、
株
元
ま
で
薬
剤
が
か
か
る
よ
う
に
散

布
し
ま
し
ょ
う
。
多
発
す
る
と
農
薬
で
の
防
除

が
困
難
な
た
め
、
発
生
初
期
の
農
薬
散
布
に
努

め
、
有
効
な
薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
裂
根
対
策

　
ニ
ン
ジ
ン
は
本
葉
４
〜
７
枚
の
頃
か
ら
芯
部

の
細
胞
増
加
と
肥
大
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
次
の
急
激
な
生
長
の
始
ま
る
基

礎
づ
く
り
の
時
期
で
、
も
し
肥
料
不
足
や
乾

燥
、
低
温
等
に
よ
っ
て
生
育
が
抑
え
ら
れ
る

と
、
細
胞
の
増
加
が
に
ぶ
り
、
致
命
傷
と
な
り

ま
す
。
裂
根
は
こ
の
時
期
の
障
害
が
原
因
で
起

こ
る
も
の
で
、
毎
年
裂
根
が
多
く
発
生
す
る
畑

で
は
「
土
づ
く
り
」
に
力
を
入
れ
、
発
芽
を
揃

え
、
乾
燥
や
肥
料
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
圃
場
の
準
備

　
元
肥
を
全
層
に
施
用
し
、
15
㎝
以
上
深
く
耕

起
し
ま
し
ょ
う
。

●
播
種

　
２
条
に
浅
く
播
種
し
、
防
寒
被
覆
資
材
を
全

面
に
被
覆
後
、
十
分
に
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。
低

温
期
で
発
芽
に
日
数
を
要
す
る
た
め
、
土
壌
が
乾

燥
し
な
い
よ
う
に
適
宜
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

0607

水
　
稲

キ
ャ
ベ
ツ

ハ
ク
サ
イ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

新
シ
ョ
ウ
ガ

シ
シ
ト
ウ

青
ネ
ギ

ニ
ン
ジ
ン



　
今
年
の
開
花
は
平
年
よ
り
や
や
早
い
状
況
で

交
配
面
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
適
期
防
除
を
基

本
に
、
良
品
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
晩
霜
対
策

　
受
粉
し
た
花
は
、
２
〜
３
週
間
後
か
ら
低
温

抵
抗
性
が
低
下
し
ま
す
。
幼
果
は
霜
害
に
よ
り

萎
縮
・
落
下
し
ま
す
。
低
地
や
谷
間
の
冷
気
が

停
滞
し
や
す
い
園
地
は
、
風
通
し
を
良
く
す
る

た
め
、
防
風
垣
下
部
の
刈
り
込
み
や
防
霜
フ
ァ

ン
を
使
用
し
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

　
防
除
は
、
降
雨
前
に
行
う
の
が
基
本
で
す
。

殺
菌
剤
は
、
菌
に
感
染
す
る
前
に
果
実(

葉
・

枝)

を
防
除
し
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

か
い
よ
う
病
・
灰
色
カ
ビ
病
・
黒
星
病
は
、
雨

が
感
染
源
で
広
ま
り
ま
す
。
感
染
後
の
防
除
は

手
遅
れ
で
す
。
降
雨
前
の
予
防
散
布
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

▽
３
月
上
・
中
旬

◎
か
い
よ
う
病(

ガ
ク
落
ち
ま
で)

・
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

500
倍
〔
葉
芽
発
芽
前
ま
で
〕

ま
た
は

・
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ

50
倍
〔
葉
芽
発
芽
前

ま
で
〕

◎
灰
色
か
び
病

・
ベ
ル
ク
ー
ト(

水)

2000
倍
〔
30
日
／
３
回
〕

＊
薬
害
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
（
高
温
時
）

は
ク
レ
フ
ノ
ン
200
倍
を
加
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
３
月
下
旬

◎
か
い
よ
う
病

※

小
梅
等

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド

1500
倍
〔
21
日
／
４
回
〕

※

南
高

・
カ
ス
ミ
ン(

液)

500
倍
〔
30
日
／
２
回
〕

◎
黒
星
病
・
す
す
斑
病

・
ス
コ
ア(

顆)

3000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
ス
タ
ー
ク
ル(

顆)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

　
３
月
に
は
開
花
が
始
ま
り
ま
す
。
大
玉
果
生

産
に
は
欠
か
せ
な
い
摘
蕾
作
業
が
中
心
に
な
り

ま
す
。

●
摘
蕾
時
期

３
月
上
旬
か
ら
開
花
前
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

蕾
が
ふ
く
ら
み
始
め
、
赤
み
を
帯
び
て
き
た
頃

が
最
も
蕾
が
落
ち
や
す
く
、
効
率
的
に
作
業
が

で
き
る
適
期
で
す
。
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
蕾
が

固
く
落
と
し
に
く
く
、
開
花
直
前
に
な
る
と
葉

芽
を
傷
つ
け
や
す
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　
本
格
的
な
摘
果
は
５
月
か
ら
で
す
が
、
樹
勢

の
弱
い
樹
は
４
月
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
同
時
に
枯
れ
枝
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
３
月
上
旬

◎
黒
星
病
・
縮
葉
病

・
ト
レ
ノ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル

500
倍
〔
７
日

／
５
回
〕

▽
３
月
下
旬(

開
花
直
前
ま
で)

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ

50
倍
〔
随
時
〕

＊
石
灰
硫
黄
合
剤
と
は
10
日
間
あ
け
て
く
だ
さ

い
。

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
３
月
下
旬
頃
か
ら

発
芽
期
を
迎
え
、
本
格
的
な
生
育
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
時
期
は
晩
霜
に
あ
う
危
険
性
が
高

く
、
霜
害
で
芽
が
枯
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
晴
天
で
風
の
な
い
日
は
霜
が
降
り
や
す

い
の
で
、
気
象
情
報
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
晩
霜
対
策

　
一
般
的
に
、
低
気
圧
の
後
に
高
気
圧
が
張
り

出
し
、
風
が
止
ん
で
夕
方
か
ら
夜
空
が
澄
み

渡
っ
た
日
の
翌
朝
の
『
底
冷
え
』
を
感
じ
る

時
、
凍
霜
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
水
を

流
し
凍
結
を
防
ぐ
散
水
法
、
風
を
送
る
こ
と
で

空
気
を
循
環
さ
せ
、
霜
が
降
り
る
の
を
防
ぐ
送

風
法
が
あ
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
３
月
下
旬(

萌
芽
直
前)

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

・
石
灰
硫
黄
合
剤

10
倍
〔
発
芽
前
ま
で
〕

・
ネ
オ
エ
ス
テ
リ
ン

5000
倍
加
用

◎
う
ど
ん
こ
病

・
ホ
ー
マ
イ
コ
ー
ト

100
倍
〔
休
眠
期
／
１
回
〕

◎
炭
疽
病

・
ホ
ー
マ
イ
コ
ー
ト

50
倍
〔
休
眠
期
／
１
回
〕

＊
「
炭
疽
病
」
の
対
策
と
し
て
、
早
め
の
落
葉

処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
除
草

　
春
草
が
あ
る
と
、
地
温
の
上
昇
・
水
分
の
吸

収
を
妨
げ
、
春
肥
の
吸
収
が
悪
く
な
り
ま
す
。

早
期
に
除
草
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

12
月
〜
１
月
に
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
を
散
布

で
き
て
い
な
い
園
地
で
は
、
剪
定
後
の
３
月

中
・
下
旬
ま
で
に
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
や
ハ
ダ
ニ

類
防
除
と
し
て
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
を
80
倍
で

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
は
、

虫
を
油
膜
で
覆
い
、
窒
息
死
さ
せ
る
働
き
を
す

る
た
め
、
農
薬
の
抵
抗
力
を
つ
け
る
こ
と
な
く

高
い
防
除
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
樹
冠
の
内

部
や
葉
裏
ま
で
丁
寧
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
、
か
い
よ
う
病
・
そ
う
か
病
の
発
生
が

見
ら
れ
た
園
で
は
、
必
ず
発
芽
前
に
Ｉ
Ｃ
ボ
ル

ド
ー
66
Ｄ
を
60
倍
で
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
オ
イ
ル
等
と
の
混
用
、
お
よ
び
１
カ
月
以
内

の
散
布
は
で
き
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
除
草

気
温
が
上
昇
し
て
く
る
と
春
草
の
生
育
が
旺
盛

に
な
り
ま
す
。
春
肥
を
効
率
的
に
樹
に
吸
収
さ
せ
る

た
め
に
は
、
施
肥
前
の
除
草
が
必
要
で
す
。
土
壌
表

面
を
裸
地
に
す
る
と
地
温
の
上
昇
に
も
つ
な
が
り
、

春
肥
の
肥
効
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

・
プ
リ
グ
ロ
ッ
ク
ス
Ｌ

150
倍
〔
雑
草
生
育
期

但
し
、
収
穫
前
日
ま
で
／
５
回
〕

●
春
肥

　
春
肥
の
施
用
は
、
発
芽
し
た
春
芽
の
伸
長
や

充
実
、
開
花
結
実
、
発
根
に
大
き
く
影
響
す
る

大
切
な
作
業
で
す
。

▽
３
月
上
旬

・
ニ
ュ
ー
わ
か
や
ま
味
一
ブ
リ
ケ
ッ
ト(

80
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
わ
か
や
ま
配
合(

80
㎏
／
10
ａ)

詳細は、最寄りの営農センターまでお問い合わせください。

果樹類の優良品目、品種など産地振興品目、品種への転換に対する助成です。

①転換元がかんきつ類：23万円/10a　② 転換元が落葉果樹：17万円/10a
③ 転換先が指定落葉果樹以外：税抜き事業費の1/2以内（3社見積もりが必要です。）
※指定落葉果樹とは…桃、柿、梅、イチジク、ブドウ、栗を指します。

優良品目、品種への転換 
（2a以上）

園内道などの整備に対する助成です。

○ 補助率 ： 税抜き事業費の1/2以内 （3社見積もりが必要です。）
小規模基盤整備 
（10a以上）

多目的スプリンクラーやマルチドリップなどの設置に対する助成です。

○ 補助率 ：税抜き事業費の1/2以内 （3社見積もりが必要です。）
品質向上施設の設置 

（10a以上）

代替軌道施設、防霜・防風施設（受電設備は含まない）の設置に対する助成です。

○ 補助率 ：税抜き事業費の1/2以内 （3社見積もりが必要です。）
※モノラック（本機と荷台のセット）の更新（安全鑑定取得機種で既存設備より牽引能力、積載能力の向上が条件）とそれに伴うレールの延長、支線の整備、レールの更新ができます。

特認事業 
（10a以上）

優良品目、品種へ転換した担い手に対して未収益期間（5年間）のうち、改植初年度を除いた4年間の果樹の育
成経費の一部を定額で支援するものです。

○ 補助単価 ： 22万円/10a（5.5万円×4年）
※事業終了後、果樹経営支援対策事業の補助金と一括で支払われます。

果樹未収益期間支援事業
（5a以上）

果樹類の優良品目、品種など産地振興品目、品種への転換に対する助成です。優良品目、品種への転換 

果樹経営支援対策事業を活用しましょう！

１．以下のいずれかに該当すること。
①認定農業者　②農業所得が主で60歳代までの者がいる農家　③農業所得が主で後継者が確実にいる農家　④農業生産法人　⑤新規参入者
2．温州みかんに関する事業を実施する場合は、温州みかん需給調整対策事業に参加していること。
3．小規模整備基盤・品質向上施設の設置・特認事業の助成を受ける場合は、果樹共済または収入保険に加入（共に困難な場合は収入
保険への加入準備開始）していること。

以下のすべての条件を満たす必要があります。事業対象者

事業のお申し込み締め切り日 令和6年3月15日（金）

　
適
法
な
焼
却
炉
以
外
（
ド
ラ
ム
缶
な
ど
）

で
廃
棄
物
を
燃
や
す
行
為
（
野
焼
き
）
は
、

法
律
で
原
則
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
を
営
む
上
で
、
や
む
を
得
ず
発
生
す

る
も
の
の
焼
却
は
例
外
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
少
量
ず
つ
焼
却

す
る
な
ど
、
近
隣
の
皆
さ
ま
の
ご
迷
惑
と
な

ら
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

１．生産緑地の制度について
講師：和歌山市まちなみ景観課職員

２．都市農地の貸借の円滑化制度について
講師：和歌山市農林水産課職員

３．個別相談会

J
A
フ
ァ
ー
ム

水
稲
作
業
委
託
受
付
中
！

令
和
6
年
産

例
）
代
か
き
・
田
植
え
・
稲
刈
り…

e
t
c

●
申
込
締
切
日

　
３
月
8
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
、お
申
し
込
み
は

最
寄
り
の
営
農
セ
ン
タ
ー
・
支
店
ま
で

は

で
す

は

野
焼
き

で
す

野
焼
き

野
焼
き

原
則
禁
止

生産緑地講演会

日　　　時
場　　　所
参　加　費
お申し込み
お問い合わせ

令和６年３月 13日（水）13：30～ 15：30
ＪＡわかやま中央営農センター２階（和歌山市栗栖660－1）
無料
最寄りの営農センター
営農生活部　☎473－9402 Email：einou@wky.jawink.ne.jp

１．生産緑地の制度について

開催のお知らせ

0809

ウ
メ

モ
モ

カ
キ

ミ
カ
ン



食
農
ク
イ
ズ
!!

Ａ
１
　
①

　
ハ
マ
グ
リ
は
平
安
時
代
か
ら
縁
起
の
良
い
貝
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
枚
貝
は
、
同
一
個
体
で
な
け
れ
ば
対
の
貝
が
絶
対
に
合

わ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
一
人
の
相
手
と
永
遠
に

仲
良
く
過
ご
す
」
と
い
う
女
性
の
幸
せ
を
象
徴
す
る
も
の
、
縁

起
物
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

Ａ
２
　
③

お
刺
身
の
添
え
物
を
ま
と
め
て
「
つ
ま
」
と
い
う
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
正
確
に
は
３
種
の
呼
び
名
が
あ
り
ま
す
。
細
切
り

野
菜
は
、
剣
の
よ
う
に
直
立
し
て
盛
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
け

ん
（
剣
）」。
海
草
や
菊
な
ど
は
、
妻
の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
い

る
こ
と
か
ら「
つ
ま（
妻
）」。ワ
サ
ビ
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を「
辛
み
」

と
言
い
ま
す
。

Ａ
３
　
①

マ
ン
ゴ
ー
の
花
穂
に
は
数
百
か
ら
１
，
０
０
０
以
上
の
小
花

が
群
が
っ
て
着
生
し
ま
す
が
、
結
実
す
る
の
は
開
花
し
た
花
の

８
〜
13
％
。
収
穫
ま
で
至
る
の
は
１
％
以
下
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
産
地
で
は
着
果
率
を
上
げ
る
た
め
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
の
放

飼
や
栄
養
管
理
で
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
生
存
競
争
を

勝
ち
抜
い
た
も
の
を
食
べ
て
い
る
と
思
う
と
、
美
味
し
さ
も
倍

増
で
す
。

Ａ
４
　
②

江
戸
時
代
の
１
７
０
９
年
、
日
本
に
や
っ
て
き
た
キ
ャ
ベ
ツ
は

観
賞
用
で
甘
藍
（
カ
ン
ラ
ン
）
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

食
卓
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
時
代
以
降
で
す
。
花

屋
で
見
か
け
る
葉
牡
丹
（
ハ
ボ
タ
ン
）
は
、
実
は
キ
ャ
ベ
ツ
。
葉

が
丸
ま
ら
な
い
よ
う
に
品
種
改
良
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
ご

存
じ
で
し
た
か
？

Ａ
５
　
③

玉
ね
ぎ
を
1
セ
ン
チ
幅
で
切
り
、
半
日
〜
１
日
干
し
て
お
く

と
水
分
が
抜
け
、
味
が
凝
縮
し
、
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で

糖
分
が
増
し
ま
す
。
鮮
度
が
良
い
う
ち
に
干
し
て
半
生
に
す
る

と
お
い
し
く
冷
凍
保
存
が
で
き
、
カ
ラ
カ
ラ
干
し
に
す
る
と
常

温
で
も
長
く
保
存
で
き
ま
す
。

解
　答

Q2
お
刺
身
に
つ
い
て
い
る

ダ
イ
コ
ン
の
細
切
り
は
何
と
呼
ば
れ
る
？

①
つ
ま

②
や
り

③
け
ん

Q5
玉
ね
ぎ
を
甘
く
す
る
に
は
？

①
み
じ
ん
切
り

②
煮
る

③
干
す

Q1
ひ
な
祭
り
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー

「
お
吸
い
物
」
に
入
れ
る
具
材
は
ど
れ
？

①
ハ
マ
グ
リ

②
ウ
ニ

③
ア
ワ
ビ

Q3
こ
の
花
は
何
の
花
？

①
マ
ン
ゴ
ー

②
キ
ウ
イ

③
ブ
ド
ウ

①
玩
具

②
観
賞

③
武
器

Q4
キ
ャ
ベ
ツ
が
日
本
に

伝
来
し
た
当
時
は
ど
の
よ
う
に

扱
わ
れ
て
い
た
？

こ
れ
知
っ
て
る
？

クビアカツヤカミキリ
　　　　　　　　　　　 とは
クビアカツヤカミキリ
　　　　　　　　　　　 とは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とはとはとは（別名：クロジャコウカミキリ）（別名：クロジャコウカミキリ）

クビアカ情報

農　地　和歌山県　海草振興局　農林水産振興課　　　TEL：０７３－４４１－３３８２
森　林　和歌山県　海草振興局　林務課　　　　　　　TEL：０７３－４４１－３３６６
その他　和歌山県　海草振興局　衛生環境課　　　　　TEL：０７３－４８３－８８２５

フラスや成虫を見つけたら下記の電話番号にご連絡ください

●成虫の防除（５月下旬～８月）
主に幹や枝を狙い、登録のある農薬を散布及び捕殺。
●幼虫の防除（３月下旬～１1月）
太めの針金等で、食入孔のフラスをかき出し、幼虫を刺殺してスプレー缶型の
農薬を噴射。
●被害樹の伐採・抜根（９月～翌年４月下旬）
伐採樹は破砕、または焼却処分。

　成虫の分散を防ぐため、成虫活動期は応急処理として樹をネットで被覆する。

体長：２～４ｃｍ
成虫発生期：５月下旬～８月中旬
卵から１～３年で成虫となる。
成虫の活動時間帯：日中

幼虫はバラ科の樹木 (生木 ) の内部を食害し、枯死させる。
樹から特徴的なミンチ状のフラスを排出する。
幼虫の活動時期：３月下旬～10月
幼虫の越冬時期：11月～３月

被害樹へのネット被覆

情報提供のご協力をお願いします 

からからからからからクビアカツヤカミキリクビアカツヤカミキリ
「モモ」「スモモ」「ウメ」「サクラ」「モモ」「スモモ」「ウメ」「サクラ」を守ろう！を守ろう！

樹木の内部を食い荒らし、枯らしてしまう外来昆虫
です。特定外来生物に指定されており、飼育や移動が規
制されています。生きたまま持ち運ぶことは違法です。

【成虫】 【ミンチ状のフラス】 【株元に溜まったフラス】

防除対策

　令和５年11月末現在、農地（モモ、スモモ、ウメ）では５市３町、８００園地、３,１８７樹、農地以外（サ
クラなど）では５市３町、89地点、２２７樹で被害が確認されています。
※数値は初確認（令和元年 11月）からの累計 (樹木は伐採済みも含む )

和歌山市の被害状況
令和３年７月末時点
園地数
２
１
３

被害本数
２
１
３

園地数
８
４
12

被害本数
11
５
16

園地数
16
７
23

被害本数
29
17
46

園地数
21
18
39

被害本数
47
58
１０５

令和３年11月末時点 令和４年12月末時点 令和５年11月末現在

農地（モモ、スモモ、ウメ）
農地以外（サクラなど）

累計

○県内の被害状況

1011
3月のアナタの運勢

～モナ・カサンドラ～
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